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（silent leaver）モデルSL=物言わぬ退席者No86

2021年12月24日作成 義髙 亙（202４年１２月２０日一部改訂）

〇なぜ学校に来れないのか

2019年度に転勤した私はLD・ADHD教室の担当となりました。

前の年に設置されたばかりの通級学級は矛盾と制約ばかりの学級

でした。「なぜ教員と子どもが学校に来れないのか」という疑問をテ

ーマにしました。通級学級には精神疾患やLDという前提がついてい

ました。基本的に在籍する通常学級に居たいと思う子供は通級には

通いません。通級に来る子供たちは、教室に居たくない子供達であ

り、不登校傾向がある場合が多いようでした。2016年度の前任校

で学校行事の際に子どものタイプを分類しました。

〇モデルSL

その中で「タイプ忍」が気になっていました。前に立ちたがらず、人と

の関わりが得意でなく、嫌と言えずストレスをため込んでいるように

見える存在でした。見方によれば積極的に活動に参加できない「タイ

プ忍」は冷ややかな対応をされているようにも見えました。そのタイ

プ忍は通級に通う生徒の状態に似ているように感じました。そのタイ

プ忍に多い仮想モデルを「物言わぬ退席者＝（silent leaver）モデ

ルSL」と名付けて、不登校傾向の子どもの性格等を最大公約的にま

とめ、その分析を行うことにしました。

通級してきた全員には毎時間聞き取りやアンケート行っていました。

それとは別に不登校傾向が事実として表出した9名中8名の子ども

には、さらに別の聞き取りを行っています。その結果から最大公約要

素を集約して「モデルSL」と名付けた仮想モデル像を構成しました。

。通級学級でとった基礎的なアンケートや聞き取り調査は別論文に

まとめています。ここではその他にモデルSL構成用に聞き取った資

料をあげます。そして不登校傾向に多いと考えられる仮想モデルSL

を提示します。

まず2016年段階で分類しました「タイプ忍」について、その時点

で分類した要件を上げます。これは別項目に詳細があります。

前に立つのが苦手で、人との関わりも得意ではない、反発が上手に

できない、嫌とはっきり人に言えない、という性格です。多くの指示

を受けるとストレスをためやすく、そのストレスを解消することも得

意ではない。そういう傾向を加味してモデルを構成しました。

SLの良い面から挙げます。一人で行動することができる。見通し

や計画を立てて行動ができる。日記などで文章化するのが得意で

す。大人しく静かな言動です。人に反発や批判をせず、他者に強制

や命令もしない。学級の中で教師や友達に迷惑をかけることが少な

いと思われます。一人でコツコツ丁寧に学習できるように思われま

す。

そんなモデルSLですが、学習課題や環境によっては苦手部分が表出
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します。

人との関わりが苦手で、親しくない人との会話が難しい。それを強

制されるとストレスになります。見通しや予定を変更されるとストレ

スが増えます。相談などで本心を伝えられず、苦しくても嫌、NOと

言えません。命令や指示を受けるのが苦手でストレスになります。リ

ズム良い休憩時間が必要で、リラックスタイムが必須です。このリズ

ムが崩れると心の不調をきたす。これが不登校傾向になりやすい仮

想モデルSLです。

このSLが良好に学習を行える状況を想定します。

一定のリズムで見通しがつく学校生活と、自分のペースでの学習活

動ができることです。指示命令の少ない規則的な生活で学習の合間

にリラックスできる休憩時間です。

これは授業中心で学べる学校生活そのものであろうと思われます。

子どもが自分のペースで学習する。授業ではじまり授業で終わると

いう、当然守られるべき学習環境とペースです。

では反対にSLにストレスになるのはどんな状況でしょうか。

〇学校に来れなくなる

人との関わりが過剰になる時です。変更が増え、自分の見通しが

崩れることもストレスになる。リズムの良い休憩が取れなくなりリラ

ックス時間を取れなくなる。先生や友達からの指示が増えてもストレ

スが強くなる。また提出物や活動が能力を超え飽和すると、深刻なス

トレスになる可能性が高いです。

これらは授業時間以外の活動が増加すると起こると思われます。

ストレスが断続的に増加するとセロトニンが減少する。この仕組み

は別項目で説明します。

セロトニンが減少するとどうなるか。

恐怖感不安感が高くなる。そこに行く事に不安を感じる。

睡眠障害が起こる。夜寝られなくなり、朝に起きられなくなる。

摂食障がいも起こる。過食で大食いになったり、朝食を食べられなく

なったりする。頭痛、腹痛、腰痛が起こり、朝に体調不良ということが

起こる。そういうことが起こります。

医療的に医師の判断で、抗うつ剤を飲むこともあります。SSRIな

どの抗うつ剤の成分はセロトニンが減らないようにする薬です。

しかし必要なのは、セロトニンが減少するストレスの原因に学校が対

処することです。ストレスの原因の対処せずにセロトニン減少が続く

と条件反射が起こります。

その条件はセロトニン減少が起こる場所や条件です。たとえば学

校という場所が条件になると、学校に来るとセロトニンが減少し体調

不調や不安恐怖感が起こる。また教室や学級集団いう条件ができれ

ば、学級集団がいる所に行けなくなる。担任教師という条件ができ

れば、会えなくなる。意思や思考より根源的な行動調整機能です。

このモデルSLのストレスになる可能性がある事を考えてみません

か。
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